
様式１－１

　　　新琴似・新川地区センター
１　部屋別・時間帯別利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 利用可能件数 利用率 開室日数 人数

354 9,399 345 13,001 340 （ 1 ） 10,498 （ 40 ） 1,039 32,898 3,590 87.7% 359 91.6
会議室（24名） 300 2,980 270 2,361 180 （ 18 ） 1,401 （ 54 ） 750 6,742 3,590 66.8% 359 18.8

（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）

小　計　Ｂ 300 2,980 270 2,361 180 （ 18 ） 1,401 （ 54 ） 750 6,742 3,590 66.8% 359 18.8
実習室（20名） 191 1,605 143 943 63 （ 1 ） 370 （ 4 ） 397 2,918 3,590 33.8% 359 8.1

（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）

小　計　Ｃ 191 1,605 143 943 63 （ 1 ） 370 （ 4 ） 397 2,918 3,590 33.8% 359 8.1
和室A（15名） 286 1,905 221 1,629 154 （ 12 ） 1,057 （ 0 ） 661 4,591 3,590 57.8% 359 12.8
和室B（15名） 229 1,577 168 1,237 130 （ 11 ） 939 （ 0 ） 527 3,753 3,590 46.3% 359 10.5
洋室A（36名） 293 2,613 312 4,463 244 （ 0 ） 2,507 （ 0 ） 849 9,583 3,590 78.3% 359 26.7
洋室B（36名） 322 2,708 322 3,320 155 （ 0 ） 1,876 （ 0 ） 799 7,904 3,590 74.4% 359 22.0
小　計　Ｄ 1,130 8,803 1,023 10,649 683 （ 23 ） 6,379 （ 0 ） 2,836 25,831 14,360 64.2% 359 72.0

1,975 22,787 1,781 26,954 1,266 （ 43 ） 18,648 （ 98 ） 5,022 68,389 25,130 63.6% 359 190.5

２　事業別利用状況

54 1.1% 149 3.0% 639 12.7% 4,383 87.3% 5,022 100.0%
764 1.1% 4,874 7.1% 8,743 12.8% 59,646 87.2% 68,389 100.0%

３　貸室事業（有料）目的別利用状況

181 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 4,202 95.9% 4,383 100.0%
2,184 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 57,462 96.3% 59,646 100.0%

区　　分
貸室事業（有料）

合計

0.0%
0.0%

飲酒主目的 偲ぶ会・お別れ会

0
0

その他の一般利用

人数・構成比 2,184 3.7%

件数・構成比 181 4.1%

室　名（定員）
人数　（内夜間延長分）件数　（内夜間延長分）

計

１日当たりの利用人数午　前 午　後 夜　間　

2,935

貸室事業（有料） 合計

0.2%

指定管理者の開催事業

営利目的
10割増 20割増

施設利用状況報告書（令和6年度）

件数・構成比

区民講座 地域交流事業 施設活用事業 その他
413

利用率

0.5%

区　　分

合　計　（Ａ～Ｄの計）

合　計

ホール（300名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

人数・構成比

計
8.2% 23

1704.3%



様式１－２

　　　新琴似・新川地区センター
４　部屋別・時間帯別利用状況（１の内数）

昼食
時間

昼食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

夕食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

8 30 ( 55 ） 391 365 5 118 75 ( 114 ） 336 3,425 1,227 46 58 ( 80 ） 1,378 581 13 164 163 ( 249 ) 727 4,803 2,173
会議室（24名） 2 5 ( 12 ） 12 22 2 0 24 ( 56 ） 15 2 128 2 65 ( 116 ） 16 238 4 2 94 ( 184 ) 27 18 388

（　名） ( ） ( ） ( ） ( )
（　名） ( ） ( ） ( ） ( )
（　名） ( ） ( ） ( ） ( )

小　計　Ｂ 2 5 ( 12 ） 12 22 2 0 24 ( 56 ） 15 2 128 2 65 ( 116 ） 16 238 4 2 94 ( 184 ) 27 18 388
実習室（20名） 6 5 ( 15 ） 50 47 5 0 23 ( 30 ） 47 0 127 0 41 ( 66 ） 0 191 11 0 69 （ 111 ) 97 0 365

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )
（　名） ( ） ( ） ( ） （ )
（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

小　計　Ｃ 6 5 ( 15 ） 50 47 5 0 23 ( 30 ） 47 0 127 0 41 ( 66 ） 0 191 11 0 69 （ 111 ) 97 0 365
和室Ａ（15名） 0 7 ( 11 ） 0 11 28 0 7 ( 11 ） 247 0 26 0 78 ( 133 ） 0 228 28 0 92 （ 155 ) 247 0 265
和室Ｂ（15名） 0 3 ( 3 ） 0 7 20 1 4 ( 7 ） 123 6 11 0 58 ( 103 ） 0 176 20 1 65 （ 113 ) 123 6 194
洋室Ａ（36名） 7 3 ( 5 ） 93 24 59 3 12 ( 24 ） 1,308 20 61 18 24 ( 52 ） 269 137 66 21 39 （ 81 ) 1,401 289 222
洋室Ｂ（36名） 5 4 ( 7 ） 63 31 9 1 2 ( 1 ） 100 10 1 20 36 ( 71 ） 259 259 14 21 42 （ 79 ) 163 269 291
小　計　Ｄ 12 17 ( 26 ） 156 73 116 5 25 ( 43 ） 1,778 36 99 38 196 ( 359 ） 528 800 128 43 238 （ 428 ) 1,934 564 972

28 57 ( 108 ） 609 507 128 123 147 ( 243 ） 2,176 3,463 1,581 86 360 ( 621 ） 1,922 1,810 156 209 564 （ 972 ) 2,785 5,385 3,898合　計　（Ａ～Ｄの計）

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

件数 人数

ホール（300名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

施設利用状況報告書（令和6年度）

室　名（定員）

午　前 午　後 夜間 合計
件数 件数 人数

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

人数 件数 人数



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 6 100% 100%

（ 洋室B ）
目標値の
達成率 120% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8組 80% 80%

目標値に対する
実績 10 100% 100%

（ 洋室A・B ）
目標値の
達成率 63% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

29,200 円 0.6 16,320 円 380 円

応募者数

1,825 円 16 1,020 円 24 円

円

円

10

親子のスキンシップの時間を楽しんでもらい、受講者同士
が情報を共有し楽しい時間を過ごしてもらうことができた。
アンケート結果も満足度も高かった。定員に満たなかった
ことは残念だった。親子5組の参加。

20 2,500 円 10 2,863 円 ▲ 363

目的

スキンシップにより赤ちゃんの成
長ホルモンの分泌や免疫力を高
め、心も身体もリラックスし親子の
時間を楽しんでもらう。また参加者
同士、子育て情報などの共有や
交流を図る。

2

内容

オイルを使用して母親が赤
ちゃんにマッサージを行い子ど
もの成長や変化などを確認し
あう。

生後2ヵ月から歩く前
の子どもとその保護

者

ボランティア講師の的確な指導もあり、時間内に全
員作り上げることができた。作る楽しさと達成感を感
じ笑顔がみられた。自分ひとりでもまた作ってみたい
との声が多くあり、道具をそろえる方が多かった。

6 700 円 6 334 円 366 円

1.0 2,004 円 2,196 円

6

参加費

0.5 14,316 円 ▲ 1,816

１人あたり
参加費

2

古布で布ぞうりづく
り講座

目的

やわらかい履き心地や蒸れず
に快適に履ける。冷え性や姿
勢の改善にもつながる布ぞうり
を作りを通して地域住民同士
の交流をはかる

1

内容

自宅で不要となった浴衣や
シーツ等の古布を裂いて持参
し作り方を学ぶ。講師はリサイ
クルプラザのボランティア講師
に依頼

地域住民

ベビーマッサージ講
座

26

合　　計

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

3 16

<　備考　>

講座等事業実施報告書（令和６年度）①

実施回数
募集対象

募集
人数

１人あたり
収入額

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

達成された効果など
受講者
実数１人あたり

支出額

応募倍率

応募者数

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 13 100% 100%

（ 洋室Ａ ）
目標値の
達成率 108% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 10 100% 100%

（ 洋室A )
目標値の
達成率 125% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

2,300 円 0.8 1,000 円 1,300 円

応募者数

100 円 21 43 円 57 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）②

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

夏休み小学生工作
講座

目的

受講する子ども達が自分一人
で作品を最後まで作ることを目
的とした。成り立ちの仕組みを
理解するとともに夏休みの自
由研究にも活用してもらうこと
も可能。

1

小学1～6年生 0.9 500 円 800 円

13

円

初めて半導体を見る子ども達だったが、それぞれの部品
をつなぎ合わせることで完成する喜びや、間違っていた場
合も原因を調べながら完成へと持っていく過程を経験する
ことが出来、貴重な体験の場となった。

内容

「ぴかぴかLED」と「折り紙顕微
鏡」の２点を作る。どちらも講
師の用意した材料（キット）を
使って組み立てる。講師はおも
ちゃクリニックに依頼。

15 100 円 13 38 円 62

冬休み小学生工作
講座

目的

受講する子ども達が自分一人
で作品を最後まで作ることを目
的とした。成り立ちの仕組みを
理解するとともに冬休みの自
由研究に活用してもらうことも
可能。

1

小学3～6年生 0.8

内容

「カタカタ人形」と「回転浮沈
子」の2点を作る。どちらも講師
の用意した材料（キット）を」
使って組み立てる。講師はおも
ちゃクリニックに依頼。

10 100

500 円 500 円

10

講師の説明をきちんと聞き、全員が自分の力で最後
まで作品を完成させることが出来た。又、出来上
がった作品で動作を確認し、研究心や向上心に貢献
できた。

円 8 50 円 50 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 2 25 23１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 10 80% 80%

目標値に対する
実績 11 100% 100%

（ 洋室AB ）
目標値の
達成率 110% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 175% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

28,000 円 1.1 17,405 円 10,595 円

応募者数

1,120 円 25 696 円 424 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）③

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

小学生ラジオ工作
講座

目的

1

小学生
5～6年生

0.9

内容

AMラジオのキットを使い、ハン
ダごてで部品を基板上に取
付、イヤホンで各放送局が入
ることを確認する。完成したラ
ジオは持ち帰る。

12 0

電波の適正利用に関する周知
啓発の機会を得るとともに、ラ
ジオ制作を通じて電波に対す
る興味を深める。 500 円 ▲ 500 円

11

夏休みの工作として楽しい内容で、応募者多数を期
待していたが、定員割れとなった。次回は小学3年生
からの募集で父兄同伴可として冬休みの期間に計
画をしたい。

円 11 45 円 ▲ 45 円

ポールを使ってスト
レッチ

目的

円柱状のストレッチ用ポールを
使ったエクササイズで固まった
姿勢や筋肉を整え血流が良く
なりリラックス効果が期待され
る。

3

地域住民 1.4

内容

ポールを使用し負荷をかけな
がら姿勢や筋肉を整え、ポー
ル上でバランスを取りストレッ
チを行った。 10 2,000

16,905 円 11,095 円

14

ポールの使用方法の他、マット上でのストレッチ方
法、骨盤底筋トレーニングなどの丁寧な指導もあり
受講者からは好評だった。昨年に引き続きの講座で
リピーターも数名参加。

円 14 1,208 円 793 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 4 22 25１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ 洋室AB ）
目標値の
達成率 175% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 10 80% 80%

目標値に対する
実績 5 100% 100%

（ 実習室 ）
目標値の
達成率 50% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

57,000 円 0.9 39,801 円 17,199 円

応募者数

3,000 円 19 2,095 円 905 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）④

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

こころしずかに
写経のすすめ講座

目的

日本古来の風習の写経は、仏
教の教えである般若心経を一
心に書くことで、気持ちを落ち
着かせ心の安定や健康維持
に役立ちます。

4

地域住民 1.4

内容

講師が用意した和紙に薄く印
刷された般若心経を筆ペンで
なぞり書きする。

10 3,000

21,119 円 20,881 円

14

筆ペンで和紙に丁寧に文字を書く機会がないため、
姿勢を正し心を落ち着かせ集中した時間をもてた。
アンケート結果は満足度、理解度は高く次回を望む
声が多数あった

円 14 1,509 円 1,492 円

和菓子講座

目的

1

地域住民 0.4

内容 12 3,000

伝統と歴史に育まれた上生菓
子。時節にあったお菓子を季
節を感じながら手作りし、その
奥深さと楽しさを味わう。

講師が準備した練り切りで、彩
り豊かな練り切りの上生菓子
『枯れ葉』と『きんとん』の2種類
を2個ずつ作った。

18,682 円 ▲ 3,682 円

5

なかなか手作りする機会のない上生菓子を季節を
感じながら、楽しむことができた。アンケートでは受
講者全員の満足度は高かった。定員に満たなかっ
たことは残念。

円 5 3,736 円 ▲ 736 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 5 22 19１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 32 80% 80%

目標値に対する
実績 31 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 97% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 32 80% 80%

目標値に対する
実績 40 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 125% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

0 円 0.9 0 円 0 円

応募者数

0 円 71 0 円 0 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑤

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

春期健康体操教室

目的

普段の介護予防教室より高い
運動強度を求めている対象者
に効果的で健康増進への意欲
が高まるような運動機会を提
供する。

4

新琴似・新川在住
65歳以上で立位運動

が可能な方
0.8

内容

1・2回目
リハビリ職による効果的な運
動
3.・4回目
健康運動指導士による指導
介護予防センターとの共催で
実施。

40 0

0 円 0 円

31

体の使い方や効果的な運動方法などを学び、実践
する機会を提供することで運動意欲を高めることが
できた。自宅でも運動を継続する事の大切さを伝え
た。

円 31 0 円 0 円

秋期健康体操教室

目的

運動機会を通じて地域高齢者
の介護予防及び健康維持促
進を図る。

4

新琴似・新川在住
65歳以上で立位運動

が可能な方
1.0

内容

転倒予防のための運動資料
の提供と実践。中等度の運動
強度のバランストレーニングや
エアロビクスのような有酸素運
動。介護予防センターとの共
催で実施。

40 0

0 円 0 円

40

対象とした比較的若く高い運動強度を求める層に対して介護予防と健康増進
を図る契機となった。運動機会を得ることができ、運動方法の見直しや自身の
健康面への配慮の動機付けとなった。集団で同じ運動に取り組むことによって
充実感を得られ、運動意欲向上につながった。また、教室後も覚えた運動に取
り組むという方や運動の場を模索し、継続的に取り組んでいくという意気込み
にも繋がった。

円 40 0 円 0 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 8 80 71１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 3 100% 100%

（ 洋室Ａ )
目標値の
達成率 60% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 15 100% 100%

（ 実習室 )
目標値の
達成率 188% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

39,000 円 1.1 29,909 円 9,091 円

応募者数

2,167 円 18 1,662 円 505 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑥

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

初心者向け尺八講
座

目的

日本古来の伝統楽器である尺
八を通して文化を学び、正しい
姿勢や腹式呼吸も身につくこと
で心身ともに健康増進を目指
す。

8

地域住民 0.5

内容

講師が用意したテキストをもと
に、譜面の読み方と尺八の演
奏を１から学ぶ。８回の講座で
１曲マスターを目指す。 6 4,000

8,500 円 3,500 円

3

少人数ながら楽しく取り組んだ、受講者からは概ね好評
だった。要望があり今後月2回開催のサークル化に繋がっ
た。馴染みのない楽器のせいか募集に苦戦し、定員に満
たなかったのは残念だった。

円 3 2,833 円 1,167 円

七宝焼き体験講座

目的

実習室にある工芸電気炉を有
効活用しようと企画。伝統工芸
である七宝焼きを体験してもら
う。

1

地域住民 1.5

内容

色や形を自由に選んで、自分
だけのピンブローチを一つ作
る。講師は北釉会代表齋藤友
美氏。 10 1,800

21,409 円 5,591 円

15

材料と道具が準備されていたので受講生の負担が少なく
気軽に楽しむことができた。分かりやすい説明で皆ブロー
チの出来栄えに満足していた。また参加したいという声も
多く聞かれた。希望者が多く2枠に分けて実施した。

円 15 1,427 円 373 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 9 16 18１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 17 100% 100%

（ 体育室 )
目標値の
達成率 213% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 16 90% 90%

（ 体育室 )
目標値の
達成率 133% 113% 113%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

19,200 円 1.4 9,909 円 9,291 円

応募者数

582 円 34 300 円 282 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑦

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

～いざという時のた
めに～
介護の知識講座

目的

いざ必要となった時に備えて
事前に介護の知識を学ぶ機会
を提供する。車いすの種類や
介助方法を実際に体験してみ
る。

1

地域住民 1.8

内容

札幌市社会福祉協議会より講
師を招き、認知症の症状や対
応、排泄のしくみ、車いすの使
い方、押し方を実際に体験し
坂道を移動してみる。

10 0

500 円 ▲ 500 円

17

資料とプロジェクターを併用して説明と、実際に介護
現場で働いている講師の体験談も聞くことでより理
解が深まった。おとな用おむつの使い方や車いすの
体験は貴重な機会となった。

円 18 29 円 ▲ 29 円

キッズダンス講座

目的

小学生1～3年生を対象にピッ
プホップ楽しさを体験してもら
う。体力アップも狙い。

2

小学生
1～3年生

1.1

内容

ヒップホップダンス初心者向
け。簡単なステップ、身体の動
かし方や音楽に合わせて踊る
楽しさを学ぶ。 15 1200

9,409 円 9,791 円

16

受講者に、わかりやすく明るく指導し楽しく体を動か
していた。笑顔の絶えない講座となったがサークル
化にはならなかった。

円 16 569 円 631 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 3 25 33１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 6 80% 80%

目標値に対する
実績 7 100% 100%

（ 実習室 )
目標値の
達成率 117% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 6 100% 100%

（ 会議室 )
目標値の
達成率 120% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

54,300 円 0.9 43,992 円 10,308 円

応募者数

4,177 円 13 3,384 円 793 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑧

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

～くるくる福へび～
手作り干支飾り講座

目的

干支の人形飾りを製作する。
地域住民同士交流しながら手
芸を楽しみ、新年を迎える準
備をする。

1

地域住民 0.9

内容

講師が用意した材料を使って
来年の干支の白へびの編みぐ
るみを製作する。講師は近隣
の手芸作家に依頼する 8 900

5,854 円 446 円

7

かぎ針で編み図通りに作っていくが難易度が高く、
あと少しのところで完成することが出来ず残念だっ
た。施設活用事業憩いの場「新新サロン」の編み物
サロンを知ってもらうきっかけになった。

円 7 836 円 64 円

初めてのスペイン語
講座

目的

スペイン語の学習を通し、スペ
インの文化や習慣を学ぶ。

8

地域住民 1.0

内容

8回で簡単な挨拶、数字、旅行
に役立つ実践的な会話等、動
詞の活用なども行う。

6 8,000

38,138 円 9,862 円

6

昨年に引き続き開講。講師が実際に経験した話を中
心に旅行での注意点・国民性の違いなど詳しく知る
ことができた。残念ながらサークル化にはならなかっ
たが充実した時間となった。

円 6 6,356 円 1,644 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 9 14 13１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 7 100% 100%

（ 実習室 )
目標値の
達成率 140% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ 洋室A )
目標値の
達成率 175% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

38,500 円 1.4 34,448 円 4,052 円

応募者数

1,833 円 22 1,640 円 193 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑨

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

新・新
「手づくり味噌」講座

目的

昔ながらの作り方を学び、手
作りならではの美味しさと楽し
さを体験し、安心・安全な地産
地消の大切さを知る。

2

地域住民 1.2

内容

1回目はプロジェクターを使用
し作り方を分かりやすく説明。
2回目は各自で煮た大豆に糀・
塩を混ぜチョッパーにかけて樽
に仕込む。

6 5,500

33,798 円 4,702 円

7

材料費高騰のため経費が掛かってしまい、収入は少
なかったが、受講生はとても熱心に取り組んでいた。
7名中4名が40代と若い世代が多かった。手仕事が
今後に繋がればと思う。

円 7 4,828 円 672 円

防犯対策講座

目的

頻発している特殊詐欺の被害
に遭わないために自分たちで
できることは何か学ぶ。

1

地域住民 1.5

内容

札幌市出前講座。オレオレ詐
欺や還付金詐欺などの特殊詐
欺に騙されないためにどうやっ
て対策をしていったらよいの
か、実例をもとに防犯意識の
向上を計る。

10 0

650 円 ▲ 650 円

14

騙されやすさ心理チェックでは自分の心理状態がわ
かった。プロジェクターを使って説明があり、詐欺の
危険度や対策をわかりすく説明が聞けた。

円 15 46 円 ▲ 46 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 3 16 21１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 18 80% 80%

（ 会議室 )
目標値の
達成率 150% 100% 100%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 6 80% 80%

目標値に対する
実績 9 100% 100%

（ 洋室A )
目標値の
達成率 150% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

5,400 円 1.3 5,454 円 ▲ 54 円

応募者数

200 円 31 202 円 ▲ 2 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑩

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

スマホセミナー

目的

 スマホをこれから持つ方、
持っていてもメールや電話しか
使っていない方に、基本操作
方法を知ってもらい、LINEなど
便利なアプリの使い方を伝え
る。

1

地域住民 1.3

内容

 受講者は貸出機を使い、基本
を学ぶ。グーグルマップの見
方、指使いの練習（スライドや
ピンチなどの動作）、LINEの使
い方、文字の打ち方を学ぶ。
講師はソフトバンクに依頼し
た。

15 0

500 円 ▲ 500 円

18

通話だけ使っているスマホにもたくさんの便利機能
があることを学び、新しい活用法を知ることができ
た。使い方を忘れない、また繰り返し機能を利用す
るために複数回の講座の要望があった。

円 20 28 円 ▲ 28 円

エコ
風呂敷活用講座

目的

昔から様々に活用されてきた
風呂敷を用いて環境問題や3R
を意識したエコバッグの使用
方法やラッピングの仕方を学
ぶ。

1

地域住民 1.4

内容

実際に風呂敷を使って基本の
結び方や包み方、アレンジ方
法を学び生活に取り入れる。
春休み中なので小学生も保護
者と一緒に参加可能とする。

8 600

4,954 円 446 円

9

自宅から持参した風呂敷を用いて結び方を楽しく学
ぶことが出来た。アンケートでは満足度や理解度が
高く普段使いのきっかけになった。残念ながら小学
生の参加はなかった。

円 11 550 円 50 円

<　備考　>

2 2 23 27１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値

目標値に対する
実績

（ )
目標値の
達成率

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値

目標値に対する
実績

（ )
目標値の
達成率

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

272,900 円 1.0 198,238 円 62,162 円

応募者数

1,026 円 270 745 円 234 円

円 円 円

円 円目的

内容

内容 円 円

円 円

円

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

目的

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑪

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

20 48 269 266１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ） 114 ％

（ 全館 ） 188 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 113,722 円 ▲ 3,972 円

0 円 130 円 ▲ 5 円

目標値の達成率

400 0 円 31 円 95

円

600

普段利用の少ない若い年齢層の家族連れでにぎ
わった。開催を望む声が多かったフリーマーケット
も行い、地域住民に喜ばれた。

成果指標 来場者目標数の80％

400

320円

来場者目標数

目標数の80％

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

第13回新・新まつり
目的

地区センターの存在を多くの地域住民
に知ってもらい、住民同士、また、職員と
の交流を図る。

1

内容

つり、射的などの4つのゲームをスタンプラ
リーで回り、ゲーム終了後はくじ引きでお土
産を受け取る。当日はお土産なしでゲームが
できるチケットの販売や模擬店もあり、地域
住民によるフリーマーケット,就労支援事業所
によるパン等販売を開催。

地域住民

終演後のロビーでは高校生から元気をもらった大
勢の人達の笑顔で溢れかえった。来年度は近隣
の中学校にも声をかけ地域交流を広げていきた
い。

成果指標 来場者目標数の80％

300

240300 0 円 223 円

1部新川高校吹奏楽部
2部札幌国際情報高校吹奏楽部による
コンサート。
定員各150名、事前に整理券を配布した
（一人2枚まで）。

地域住民 61,000 円 ▲ 61,000 円

▲ 223 円

<　備考　>

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

第11回新・新ほんわ
かコンサート

目的

吹奏楽の演奏を通じて地域住民との交
流を図る。

1

内容

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費

参加費

2

合　　計

2 700

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

１人あたり
参加費

873１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

273

52,722 円 57,028

講座等事業実施報告書（令和６年度）①

開催回数
対象

参加
見込数

達成された効果など
参加者
実数



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 洋室B ） 159 ％

（ 和室AB・ロビー ） 125 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 2,520 円 ▲ 2,520 円

0 円 35 円 ▲ 35 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）②

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

おもちゃクリニック
目的

壊れたおもちゃの修理を通して、子ども
のみならず大人にも物の大切さを知って
もらう。夏・冬で定期的に開催。

2

地域住民 1,000 円 ▲ 1,000 円

51

修理件数は50件。当日修理が完了したのは22
件、入院は28件だった。修理ドクターは多忙だっ
たが、多くのおもちゃが当日中に修理完了となり、
依頼者には喜ばれた。

成果指標 来場者目標数の80％

内容

おもちゃクリニックのボランティアドクター
による壊れたおもちゃの修理（無料、た
だし部品代別途）。当日修理できない物
は入院（修理のため預かり）し、後日利
用者に引渡しをする。

40 0 円 20 円 ▲ 20 円

来場者目標数 40

目標数の80％ 32

目標値の達成率

 しんことにを灯そう
ゆきあかり

目的

新琴似地区コミュニティネットワーク会議
主催～賑わいの回復事業として行う、新
琴似地区の振興を目的とする事業にお
いて、地域住民との交流をはかり冬時
間を楽しむ。

1

地域住民 1,520

内容

スノーキャンドル製作、紙コップの設置
を地域住民や子ども達と地区センター職
員が協力して行う。センター入口に約
200個設置した。午後5時にキャンドルの
点灯を行う。和室を控室とした。
新琴似まちづくりセンターとの協力。

20 0

円 ▲ 1,520 円

20

新琴似地区の8会場同時開催で冬の行事となっ
た。まちづくりセンター、地域住民との共同の行事
になるので来年も継続して行っていきたい。

成果指標 来場者目標数の80％

20

16円 76 円 ▲ 76 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 3 60 71１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 洋室ＡＢ ） 150 ％

（ ロビー ） 253 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 2,240 円 ▲ 2,240 円

0 円 5 円 ▲ 5 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）③

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

目的

「みんなでうたってみんなえがおに」が
テーマ。参加者みんなで一緒に歌い、健
康増進や地域交流を促進する。

2

地域住民 1,740 円 ▲ 1,740 円

72

楽器演奏ができる職員の協力のもと実施。時間
が予定より短かった等の課題も多々あるがまた参
加したいという声も多く次回開催に向けて解決し
ていきたい。

成果指標 来場者目標数の80％

円 ▲ 24 円内容

ピアノ、チェロ、ウクレレなどの生演奏に
合わせてみんなで歌を歌う。
歌集を用意し、1時間ほどで13曲歌っ
た。
「新・新サロン」のPRも兼ねて、歌の前に
サッポロスマイル体操も行った。

60 0 円 24

来場者目標数 60

目標数の80％ 48

目標値の達成率

七夕飾り
目的

日本のお祭り行事である七夕を来館者
に体験してもらう。

1

地域住民 500

内容

ロビーに短冊と笹を用意し、参加者は願
い事にみあった色の短冊に記入願いを
記入して自身で結び飾り付けていく。

200 0

円

円 1 円

▲ 500 円

404

終日自由に記入できるため貸室利用者に限らずたくさ
んの幅広い世代に参加してもらえた。家族の健康や自
分の夢が叶うように書かれたものが多く目につき、季節
の行事を楽しむとともに館内がにぎやかになった。

成果指標 来場者目標数の80％

200

160▲ 1 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 3 260 476１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

しん・しん
うたごえひろば



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 図書室・洋室A ） 100 ％

（ 図書室・実習室 ） 150 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 1,000 円 ▲ 1,000 円

0 円 200 円 ▲ 200 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）④

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

夏休み子ども司書
体験

目的

子どもたちに実際の図書室の仕事を体
験してもらい、社会における図書館・図
書室の役割を学び、興味と理解を深め
てもらう。

1

　小学
4～6年生

500

内容

本のブッカー（ブックカバー）のかけ方を
学び実際にかけ、図書室の本について
の知識を司書から学んだ。仕事内容の
説明を受け返却や貸出のカウンター業
務や配架や予約本の確保などを体験。

2 0

円 ▲ 500 円

2

定員2名で実施。図書室業務を体験して初めてわかった
ことがたくさんあったり、本にかかっているブッカーを自
分でかけてみて楽しかったなど、図書室業務に、より深
い興味をもってくれた。

成果指標 来場者目標数の80％

円 ▲ 250円 250 円

来場者目標数 2

目標数の80％ 2

目標値の達成率

冬休み子ども司書
体験

目的

子どもたちに実際の図書室の仕事を体
験してもらい、社会における図書館・図
書室の役割を学び、興味と理解を深め
てもらう。

1

小学
3～6年生

500

内容

図書室の本についての知識を司書から
学んだ後に仕事内容の説明を受け、返
却貸し出しのカウンター業務や配架、予
約本の確保などを体験。その後、本に
ブッカー（ブックカバー）をかける体験を
行った。

2 0

円 ▲ 500 円

3

定員2名のところ、受付時に来室した3名で実施。日ごろ
から図書室を利用している子ども達だったが、実際に図
書室業務をしてみて初めてわかったことも多くあり、とて
も楽しかったと喜んでくれた。

成果指標 来場者目標数の80％

2

2円 167 円 ▲ 167 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 2 4 5１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 洋室ＡＢ　　 ） 188 ％

（ 体育室 ） 124 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

18,000 円 22,331 円 ▲ 4,331 円

222 円 276 円 ▲ 53 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑤

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

折れない心を育てる
「いのち」の授業

目的

現在支えているひと、これから支えられ
るひとがどのように穏やかに過ごせるの
かを知る。

1

地域住民 2,000 円 ▲ 2,000 円

45

寄り添う力のひとつとして反復方法を学んだ。アン
ケート結果は評価の高いものだった。

成果指標 来場者目標数の80％

円 ▲ 44内容

相手の苦しみやどのように支えたら良い
かを、キャッチする力をつける方法を実
践を交え学ぶ。講師は一般社団法人エ
ンドオブライフ・ケア協会。 30 0 円 44 円

来場者目標数 30

目標数の80％ 24

目標値の達成率

第26回卓球大会
目的

地域の卓球愛好家の交流と親睦をはか
る。
また、地区センターへの利用を働きかけ
利用率向上につとめる。

1

地域住民 20,331

内容

抽選によりチーム分けを行い、1チーム6
人、6グループによる男女混合団体ダブ
ルス戦。優勝・準優勝を決定。参加賞も
準備し、全員が楽しめる内容で行った。 36 500

円 ▲ 2,331 円

36

参加者は終始和やかな雰囲気の中、親睦を深め
楽しんでいた。アンケートでの満足度も高かった。
収支がマイナスだったため、見直しが必要。

成果指標 来場者目標数の80％

36

29円 565 円 ▲ 65 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 2 66 81１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 全館 ） 167 ％

（ ロビー ） 276 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 5,971 円 13,179 円

0 円 5 円 11 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑥

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

第25回新・新
ぶんかフェスタ

目的

地区センターで活動するサークルの日
頃の活動の成果を地域住民等に披露す
ることにより、地区センターの存在を知っ
てもらい、さらにサークル活動の活性化
にも繋げる。

1

地域住民 5,597 円 13,553 円

800

洋室での作品展示は2年振り、ステージ発表は5
年振りの開催となった。双方が工夫を凝らし見応
えのある展示・発表だったが今後はいかに観客を
増やすかが課題。

成果指標 来場者目標数の80％

円 17内容

10/5・10/6、10：00～15：00　作品展示
10/6、13：00～15：00　ステージ発表
両日とも、ポップコーン・飲み物、就労支
援事業所によるパン等販売を行った。 600 0 円 7 円

来場者目標数 600

目標数の80％ 480

目標値の達成率

ハロウィンを楽しもう
目的

来館者に季節の行事を楽しんでもらう。

1

地域住民 374

内容

かぼちゃを印刷したものを用意し、自由
に顔を書いてジャックオーランタンを作っ
てもらいロビーに飾る。

200 0

円 -374 円

441

誰でも自由に参加できるため沢山の参加があっ
た。様々な年代の地域住民、施設利用者が互い
に交流をしながら海外の行事・文化を楽しむこと
ができた。

成果指標 来場者目標数の80％

200

160円 1 円 ▲ 1 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 2 800 1,241１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 会議室 ） 212.5 ％

（ 全館 ） 143 ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

0 円 500 円 ▲ 500 円

0 円 7 円 ▲ 7 円

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑦

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

目的

絵本や紙芝居、手遊び、スタンプラリー
などを通して、子どもたちに物語の世界
を楽しんでもらう。

1

幼児～小学校低学年と
その保護者

500 円 ▲ 500 円

17

手遊びや紙芝居、大型絵本、スタンプラリーなど、
参加してもらうことを重視して行った。親子共に図
書室に親しみを持ってもらい、楽しんでもらうこと
ができた。

成果指標 来場者目標数の80％

円 ▲ 29 円内容

図書スタッフが演じ手となり、大型絵本
を読んだり、手遊び、紙芝居を行う。スタ
ンプラリーなどのゲームも交え、小さい
子とその保護者が楽しめる参加型のお
はなし会。

10 0 円 29

来場者目標数 10

目標数の80％ 8

目標値の達成率

ハッピーボウリング
目的

高齢者の冬場の健康増進と会員相互の
親睦・交流を図る。

1

新琴似地区老人クラブ
会員

0

内容

新琴似地区の老人クラブが参加。専用
レーンに直径10cmほどのボールを転が
し10本のピンを倒して得点を競う。北区
老人クラブ連絡協議会との共済。 50 0

円

円 0 円

0 円

57

新琴似地区の老人クラブ会員が一堂に会しボウ
リングを楽しみながら交流を深めた。冬場の運動
不足と各クラブ員同士の親睦が図れた。

成果指標 来場者目標数の80％

50

400 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

2 2 60 74１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

ふゆのおはなし会



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ ） ％

（ ） ％

事業数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

18,000 円 148,284 円 ▲ 1,384 円

6 円 53 円 ▲ 0 円

円 円 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円 円

成果指標 来場者目標数の80％

目的

内容

円 円 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円 円

成果指標 来場者目標数の80％

目的

内容

参加者
実数

達成された効果など
参加

見込数
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

<　備考　>

2,821１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

講座等事業実施報告書（令和６年度）⑧

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

14 16 1,950 １人あたり
参加費



様式２－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料） 新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ）

（ 体育室

（ 洋室B ）

509125

内容

毎週日曜日・月曜日13時30分～17時
椅子での希望があり洋室Bで実施

囲碁

目的

地域住民の交流とスキルアップのため

62 217

内容

内容

毎週日曜日9時30分～12時
毎週水曜日9時30分～12時
毎週月曜日18時30分～21時。卓球台8台で
実施

卓球

目的

毎週木曜日9時30分～12時
第2・第4日曜日18時30分～21時、2面コート
で実施

バドミントン

目的

地区住民およびチーム同士の交流と健康増
進、技術向上のため

講座等事業実施報告書（令和６年度）①

利用者実数
実施

総日数
達成された効果など総時間

事業名

（使用した室）
目的、内容等

61

地区住民の交流と健康増進、技術向上のた
め

31

619153

50

利用者は当センターの施設活用事業を楽しみにしている様子。毎回電話での実施の
有無についての問い合わせが多い。

世代を超えてできる競技ということで地域住民の交流の場として活用した。
親子や学生の参加もあり。

近隣地区には碁会所などもないため地域住民、特に高齢者の方々の交流の場とし
て活用したが今年度は利用が減少した。広報が課題。



様式２－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料） 新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ）

（ 体育室 ）

（ 体育室 ）

160

地区住民およびチーム同士の交流と健康増
進、技術向上のため

51 128 719

近隣地区には体育館などのバレーボールができる類似施設がないため、近隣住民
やチーム同士の交流の場として活用した。広い年代が参加。

親子ふれあい

目的

地域住民の交流と健康増進のため

19 67

毎週金曜日9時30分～12時、第1・第3・第5土
曜日18時30分～21時
1面のコートで実施。

バスケットボール

目的

プレイヤー同士の多世代交流及び技術向上
と地域住民の健康増進のため

29

小学生以下の児童とその保護者が身体を自由に動かす場として、また親子のふれ
あいの場の一つとして活用した。

内容

毎週日曜日13時30分～17時体育室全面を
開放

バレーボール

目的

457

近隣地区には体育館などのバスケットボールができる施設がなく、地域住民の交
流、技術向上を目的として活用した。特に学生の利用が目立つ。バスケットゴールが
対面に設置されていないためシュート練習や3on3で楽しんでいる。

内容

第1・第3・第5土曜日18時30分～21時第2・第
4日曜日18時30分～21時で実施。

講座等事業実施報告書（令和６年度）②

事業名

（使用した室）
目的、内容等

実施
総日数

総時間

内容

利用者実数 達成された効果など

73



様式２－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料） 新琴似・新川地区センター

（ 体育室・和室AB ）

（ 会議室 ）

（ ）

講座等事業実施報告書（令和６年度）③

事業名

（使用した室）
目的、内容等

実施
総日数

総時間 利用者実数 達成された効果など

中学と高校の学生に自習の場の提供ということで貸室利用がない、希望する時間帯
の会議室をすべて活用している。毎年度毎に登録カードを作成し64名の登録があっ
た。
夏・冬休み期間と試験前の利用が目立った。

新・新サロン

目的

地域の赤ちゃんからお年寄りまで様々な世
代の人びとがお茶の間感覚で参加し交流し
てもらうことで親睦をはかり憩いの場となるこ
とを目的とする。

12 24 199

目的

体育室で行うサッポロスマイル体操と歌うサロン、輪投げ、百人一首などを新たに企
画し参加者が増えた。和室は参加者同志で手作り品の披露などで交流ができた。
子育て世代の親同志の交流の場にもなっている。
多世代の交流ができるとより良い活用となる。

内容

毎月第火曜日13時～15時で実施。体育室全
面を開放し思いっきり体を動かすことができ、
大型遊具も楽しめる。サッポロスマイル体
操、キーボード伴奏による歌を楽しむ。
和室は編み物、手づくりサロンを開催。

自習

目的

中学生と高校生に地域ではあまりない自習
の場を提供し、地区センターに足を運ぶきっ
かけづくりとする

内容

内容

中高生対象に会議室で実施
84 352 150




















